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１．研究計画の概要 
(1)取得部位と勝率の相関関係解析 
 剣道の試合における取得部位は、面・小
手・胴・突の４カ所に大別される。これまで
剣道の試合において勝率の高い選手はこれ
ら４つのポイントを均等に取得しているこ
とが経験的にわかっている。しかしながら、
このような傾向はあくまで経験的なもので
あり、具体的な解析データとして明確にされ
ているわけではない。このためまず最初に取
得部位と勝率との相関関係を解析し、本校剣
道部学生の試合データに基づき勝率に及ぼ
す取得部位のバラツキの効果を明らかにす
る。 
(2)打突時動作の画像収集および抽出 
 週末を中心に練習試合を行っているほか
年間にわたり高専大会を始め高校および地
域の大会に参加している。試合における打突
時のデータを収集し画像を分析する。 
(3)打突時動作の分析および評価 
 収集した打突時動作の分析および評価を
行う。客観的なデータ収集、評価を続けなが
ら取得部位のポイントにおける観点から指
導法の改善を目指す。さらに、稽古時におけ
る個々の部員の動きをデータとして収集し、
定量的に評価する手法を確立する。 
(4)日常の稽古指導の見直し 
  現在の日常的な稽古は平日放課後に 2時間、
朝は 30 分ほど基本稽古があるが朝稽古は強
制ではない。寮の点呼の関係で時間が制限さ
れている。年間に換算すると稽古日数は 130
日程度である。 
 本研究で収集した打突時の動作解析をも
とに日常の稽古指導の見直しおよび指導法
の改善を検討する。 

(5)遠征よりも練習試合重視の指導法検証に
ついて 
 昨今の中学、高校、高専、大学などのチー
ムの剣士は機会を見つけては県内外等の遠
征に参加し技術を身につけている。しかしな
がら対外試合のみに片寄ってしまうと勝利
至上主義となり武道の精神の中の大切なも
のを見失う恐れがある。本研究で確立した手
法を練習試合でも適用し、指導法の検証を行
う。 
(6)武道本来の目的に向かって 
 武道・剣道は記録を争う競技ではなく精神
的なことが占めるウエイトが大きいと感じ
られる。その精神はもちろん他者によって身
につけてもらうことではなく、日頃の稽古の
場で仲間と「切磋琢磨」することにより自分
自身の力で身につけるものであると思われ
る。技術のみにこだわり心の修行を粗末にし
ては正しい剣道は学べない。このような武道
本来の精神も考慮しながらデータ解析結果
および指導法改善の評価を行う。さらに、全
国高専剣道錬成大会等の機会を通して他高
専と共同で分析を行うことにより特に高専
における武道教育、徳育の充実にも寄与でき
る。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)取得部位と勝率の相関関係解析 
 平成 19 年度は研究実施計画に照らし取得
部位と勝率の相関関係解析を行った。最初に
取得部位と勝率との相関関係を解析し、本校
剣道部学生の試合データに基づき勝率に及
ぼす取得部位のバラツキの効果を明らかに
した。研究分担者の川口がデータ処理を担当
し、過去の試合結果などからも分析を行った。 
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(2)打突時動作の分析および評価 
 収集した打突時動作の分析および評価を
行った。画像処理技術を利用し竹刀の動き、
速度による分析を実施した。分析手法は研究
分担者の川口の専門分野であるニューラル
ネットワーク等の技術を活用した。これによ
り客観的なデータ収集、打突評価を行いなが
らデータ収集、評価を続けながら取得部位の
ポイントにおける観点から指導法の改善を
目指した。さらに、稽古時における個々の部
員の動きをデータとして収集し、定量的に評
価する手法を確立した。 
(3)日常の稽古指導の見直し 
 地稽古の場合どうしても片方が打てばも
う片方が打つといった感じになって緊迫感
が欠けてしまいがちになる問題点を一本勝
負の稽古で補うことなどの改善を実施して
いる。本研究で収集した打突時の動作解析を
もとに日常の稽古指導の見直しおよび指導
法の改善についての考察も行った。 
(4)遠征よりも練習試合重視の指導法検証に
ついて 
 技術的なことを考え、勝利のみを追求する
ならば、遠征を抜きには語れないかも知れな
い。しかしながら対外試合のみに片寄ってし
まうと勝利至上主義となり武道の精神の中
の大切なものを見失う恐れがある。本研究で
確立した手法を練習試合でも適用し、指導法
の検証を行った。この成果については論文
「高専間交流を通したクラブ活動－全国高
等専門学校剣道錬成大会を通したクラブ活
動－」にて発表を行った。 
(5)卒業後の進路を考えた指導法の検証 
 平成 20 年度においては「鈴鹿高専剣道部
員の卒業後進路におけるクラブ活動の意義
の一考察」のタイトルで論文発表を行った。
ここでは過去 10 年間の卒業生の進路状況を
在学中のクラブ活動の観点から分析した。知
育だけでなく徳育、体育面からの高専教育の
重要性についても考察を行いクラブ活動の
意義について考えた。今年度はそれらのデー
タをより検証しクラブ活動のあり方につい
ても考察を実施した。         
                                                   
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
(理由) 
 研究計画にほぼ沿った形で研究が進捗し
ているほか論文発表における研究成果も出
ている。さらに、全国高専体育大会では平成
19 年度以来４年連続して男子団体、女子団体
競技で優勝をしており指導法改善の成果が
出ている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)武道本来の目的に向かって 
 武道・剣道は記録を争う競技ではなく精神

的なことが占めるウエイトが大きいと感じ
られる。技術のみにこだわり心の修行を粗末
にしては正しい剣道は学べない。このような
武道本来の精神も考慮しながらデータ解析
結果および指導法改善の評価を行う。さらに、
全国高専剣道錬成大会等の機会を通して他
高専と共同で分析を行うことにより特に高
専における武道教育、徳育の充実にも寄与で
きる。 
(2)これまでの研究の総括 
 平成 19 年度より継続継続的に実施してき
た研究を総括し研究成果をより体系的に整
理する。 
 さらに昨年度は「高専間交流を通したクラ
ブ活動－全国高等専門学校剣道錬成大会を
通したクラブ活動－」のタイトルで高専教育
論文集に他高専の指導教員と共同で成果を
発表した。本校だけでなく他高専のデータも
取り入れながら研究成果の総括を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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